
『精神科医×薬剤師クロストークから読み解く精神科薬物療法』訂正表 

 

 いつも小社出版物をご利用いただき誠にありがとうございます． 当該書籍に以下の誤りがございました． 深くお詫びす

るとともにここに訂正いたします． 

 

■「治療薬 02. 抗うつ薬」p. 45 

表 1 主な抗うつ薬の副作用，相互作用における比較 

下記の表に変更いたします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更点： 

【誤】パロキセチン，セルトラリン，エスシタロプラム，ミルナシプラン，デュロキセチンの★ 

【正】○（非鎮静系薬）に変更 

 

【誤】ミルタザピン，トラゾドン，ミアンセリン，マプロチリン，アミトリプチリンの○ 

【正】★（鎮静系薬）に変更 

 

【誤】イミプラミン，アモキサピンの★ 

【正】無印に変更 

 

■DIEPSS について 

 本書におきまして，薬原性錐体外路症状評価尺度（Drug Induced Extra-Pyramidal Symptons Scale；

DIEPSS）の参照頁の記載がございますが，DIEPSS の表を掲載致しませんので，下記のように訂正致します． 

 

「症例 01．再燃と入退院を繰り返した統合失調症の患者」p.66  14 行目 

【誤】錐体外路症状については今後 DIEPSS（ 参照 p.40）で評価していきます． 

【正】錐体外路症状については今後 DIEPSS で評価していきます． 

 

「症例 02．抗精神病薬投与による高プロラクチン血症と乳汁漏出に悩んだ患者」p.75 ８行目 

【誤】近年，抗精神病薬の副作用への啓発がすすんだことで医師は DIEPSS（ 参照 p.40）等の普及によって… 

【正】近年，抗精神病薬の副作用への啓発がすすんだことで医師は DIEPSS 等の普及によって… 

 



 

「症例 01．再燃と入退院を繰り返した統合失調症の患者」p.79  下から５行目 

【誤】先ほど患者さんに服薬指導を行った際に，DIEPSS（ 参照 P.40）も行ってきました． 

【正】先ほど患者さんに服薬指導を行った際に，DIEPSS も行ってきました． 

 

 

■「症例 02．抗精神病薬投与による高プロラクチン血症と乳汁漏出に悩んだ患者」p.70  

Rp.１ 乳汁漏出訴え時 

【誤】 

①セレネース（ハロペリドール）錠（3mg） 1 回 2 錠 1 日 2 回 朝夕 

②リーゼ（クロチアゼパム）錠（5mg） 1 回 1 錠 1 日 2 回 朝夕 

③レンドルミン D（ブロチゾラム）錠（10.25mg） 1 回 1 錠 1 日 1 回 就寝前 

④ナウゼリン（ドンペリドン）錠（10mg） 1 回 1 錠 嘔気時 

【正】 

①セレネース（ハロペリドール）錠（3mg） 1 回 2 錠 1 日 2 回 朝夕 

②リーゼ（クロチアゼパム）錠（5mg） 1 回 1 錠 1 日 2 回 朝夕 

③レンドルミン D（ブロチゾラム）錠（0.25mg） 1 回 1 錠 1 日 1 回 就寝前 

④ナウゼリン（ドンペリドン）錠（10mg） 1 回 1 錠 嘔気時 
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